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〔
判
示
事
項
〕

　

航
空
運
送
人
は
、
国
際
航
空
旅
客
運
送
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て

手
荷
物
を
旅
客
の
搭
乗
便
に
搭
載
す
る
債
務
を
負
い
、
旅
客
の
手
荷

物
を
合
理
的
な
根
拠
な
く
延
着
さ
せ
た
本
件
で
は
、
債
務
不
履
行
責

任
が
あ
る
。
ま
た
、
運
送
人
は
、
予
約
さ
れ
た
座
席
種
別
で
の
運
送

債
務
を
負
う
。

〔
参
照
条
文
〕

　

国
際
航
空
運
送
に
つ
い
て
の
あ
る
規
則
の
統
一
に
関
す
る
条
約

（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
）
一
九
条

〔
事
　
実
〕

一　

本
件
前
提
事
実
の
概
要
―
―
座
席
種
別
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

　

Ｙ
1
（
以
下
「
被
告
Ｎ
Ｈ
」）
と
Ｙ
2
（
以
下
「
被
告
Ｓ
Ｑ
」）
は
、

ス
タ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
グ
ル
ー
プ
に
加
盟
し
て
お
り
、
提
携
関
係
に

あ
る
と
こ
ろ
、
被
告
Ｎ
Ｈ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
同
グ
ル
ー
プ
に
加

盟
す
る
航
空
会
社
（
以
下
「
加
盟
航
空
会
社
」）
運
航
便
の
航
空
券

を
購
入
で
き
る
。

　

被
告
Ｎ
Ｈ
は
、
会
員
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
同
社
マ
イ
レ
ー
ジ
ク

ラ
ブ
（
以
下
「
Ａ
Ｍ
Ｃ
」）
を
運
営
し
て
お
り
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
会
員
は
、

被
告
Ｎ
Ｈ
や
加
盟
航
空
会
社
の
運
航
便
を
利
用
し
た
場
合
に
マ
イ
ル

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
Ａ
Ｍ
Ｃ
規
約
七
条
）。

国
際
航
空
旅
客
運
送
に
お
け
る
受
託
手
荷
物
の
延
着
事
例

〔
商
法　

六
四
五
〕

判
例
研
究

︵
東
京
地
判
令
和
四
年
四
月
一
五
日

令
和
二
年
ワ
第
一
四
五
八
八
号
、
損
害
賠
償
請
求
事
件

LEX
/D

B 25605255

）



112

法学研究 97 巻 4 号（2024：4）
　

Ａ
Ｍ
Ｃ
会
員
は
、
取
得
し
た
マ
イ
ル
を
被
告
Ｎ
Ｈ
ま
た
は
加
盟
航

空
会
社
の
国
際
線
運
航
便
の
座
席
種
別
を
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
特
典
（
以
下
「
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
特
典
」）
と
引
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
Ａ
Ｍ
Ｃ
規

約
一
一
条
な
い
し
一
三
条
）、
同
特
典
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
利

用
対
象
の
予
約
ク
ラ
ス
運
賃
で
航
空
券
を
予
約
し
、
決
済
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
特
典
を
利
用
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
で
き
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
対

象
運
賃
は
、
一
般
的
に
価
格
の
高
い
運
賃
限
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

二　

往
復
航
空
券
の
購
入

　

原
告
Ｘ
は
、
羽
田
空
港
か
ら
ダ
ッ
カ
空
港
ま
で
の
往
復
の
航
空
券

を
購
入
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
三
一
年
二
月
四
日
こ
ろ
、
被
告
Ｎ
Ｈ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
、
同
年
三
月
一
〇
日
に
羽
田
空
港
を
出
発
し
、

チ
ャ
ン
ギ
空
港
に
到
着
す
る
被
告
Ｎ
Ｈ
八
四
三
便
（
以
下
「
Ⅰ
便
」）

の
航
空
券
と
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
を
同
日
に
出
発
し
、
ダ
ッ
カ
空
港
に

到
着
す
る
被
告
Ｓ
Ｑ
四
四
八
便
（
以
下
「
Ⅱ
便
」）
の
航
空
券
を
、

い
ず
れ
も
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
特
典
を
利
用
で
き
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
運
賃
で
予
約
・
決
済
し
た
後
、
同
特
典
を
利
用
し
て
座
席
種
別
を

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
。
被
告
Ｎ
Ｈ
は
、
当
該

申
込
み
を
受
け
た
後
、
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
座
席
が
確
保
で
き

た
こ
と
を
シ
ス
テ
ム
で
確
認
し
、
Ｘ
の
保
有
す
る
マ
イ
ル
か
ら
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
に
必
要
な
一
万
二
〇
〇
〇
マ
イ
ル
を
減
算
処
理
し
た
。

ま
た
、
Ｘ
は
、
復
路
と
し
て
、
ダ
ッ
カ
空
港
を
出
発
し
、
香
港
空
港

に
到
着
す
る
訴
外
加
盟
航
空
会
社
の
運
航
便
の
航
空
券
と
、
香
港
を

出
発
し
て
羽
田
空
港
に
到
着
す
る
被
告
Ｎ
Ｈ
運
航
便
の
航
空
券
を
、

往
路
と
同
様
に
、
い
ず
れ
も
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
特
典
を
利
用
で
き
る

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
運
賃
で
予
約
・
決
済
し
た
後
、
同
特
典
を
利
用

し
て
座
席
種
別
を
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
（
以

下
、
Ｘ
に
よ
る
ダ
ッ
カ
空
港
へ
の
往
復
の
予
約
を
総
称
し
て
「
本
件

予
約
」
と
い
い
、
往
路
及
び
復
路
の
旅
程
を
総
称
し
て
「
本
件
旅

程
」
と
い
う
）。

　

Ｘ
は
、
被
告
Ｎ
Ｈ
に
対
し
、
本
件
予
約
の
際
、
前
記
旅
程
の
航
空

運
賃
三
一
万
三
八
〇
〇
円
に
税
金
等
を
加
算
し
た
三
五
万
七
八
〇
円

を
支
払
っ
た
。

三　

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
搭
乗
拒
否
と
受
託
手
荷
物
の
別
便
運
送

　

Ｘ
は
平
成
三
一
年
三
月
一
〇
日
、
羽
田
空
港
に
お
い
て
、
被
告
Ｎ

Ｈ
に
対
し
、
受
託
手
荷
物
の
運
送
を
委
託
し
、
Ⅰ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク

ラ
ス
に
搭
乗
し
て
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
に
到
着
し
た
。
被
告
Ｎ
Ｈ
は
、

Ｘ
の
受
託
手
荷
物
を
Ⅰ
便
に
搭
載
し
て
チ
ャ
ン
ギ
空
港
に
運
送
し
、

被
告
Ｓ
Ｑ
に
同
荷
物
を
引
渡
し
た
。
Ｘ
が
Ⅱ
便
に
乗
り
継
ご
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
被
告
Ｓ
Ｑ
の
空
港
職
員
か
ら
、
同
社
予
約
記
録
上
、
Ｘ

が
同
便
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
た
旅
客
で
あ
る
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デ
ー
タ
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

Ｘ
は
、
被
告
Ｎ
Ｈ
予
約
セ
ン
タ
ー
の
係
員
に
架
電
し
、
被
告
Ｓ
Ｑ

に
対
し
て
Ｘ
が
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
で
き
る
よ
う
に
働

き
か
け
る
よ
う
求
め
た
。
Ｎ
Ｈ
係
員
は
、
Ｘ
の
予
約
状
況
を
確
認
し
、

被
告
Ｎ
Ｈ
の
運
送
責
任
者
を
通
じ
て
、
被
告
Ｓ
Ｑ
に
対
し
、
Ｘ
が
同

便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
で
き
る
よ
う
働
き
掛
け
る
な
ど
し
た

が
、
被
告
Ｓ
Ｑ
は
、
Ｘ
が
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
旅
客
で
あ
る
こ
と

の
確
認
が
で
き
な
い
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
搭
乗
を
拒
否
し

た
。

　

被
告
Ｓ
Ｑ
は
、
Ⅱ
便
の
出
発
時
間
が
近
づ
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｘ
に

対
し
、
同
便
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
に
搭
乗
す
る
か
、
同
便
に
続
く

被
告
Ｓ
Ｑ
四
四
六
便
（
以
下
、「
Ⅲ
便
」）
に
搭
乗
す
る
か
の
選
択
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
Ｘ
は
、
Ⅱ
便
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
に
搭
乗
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
被
告
Ｓ
Ｑ
は
、
遅
く
と
も
Ｘ
が
Ⅱ
便
に
搭
乗
す

る
前
ま
で
に
出
発
準
備
が
完
了
し
て
い
る
た
め
、
Ｘ
の
受
託
手
荷
物

を
同
便
に
搭
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｘ
は
、

ダ
ッ
カ
空
港
に
到
着
し
た
後
、
受
託
手
荷
物
未
着
情
報
に
連
絡
先
の

電
話
番
号
を
記
載
し
た
。

　

被
告
Ｓ
Ｑ
は
、
Ｘ
の
受
託
手
荷
物
を
Ⅲ
便
に
搭
載
し
、
ダ
ッ
カ
空

港
に
運
送
し
た
。
被
告
Ｓ
Ｑ
は
前
記
電
話
番
号
に
連
絡
し
、
Ｘ
か
ら

委
託
を
受
け
た
者
が
Ｘ
の
受
託
手
荷
物
を
受
領
し
た
。
な
お
、
被
告

Ｓ
Ｑ
の
運
送
約
款
に
は
、
同
社
が
受
託
手
荷
物
を
旅
客
と
同
じ
航
空

機
で
運
送
す
る
こ
と
が
実
行
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

許
容
搭
載
量
に
余
裕
の
あ
る
次
の
運
航
便
で
運
送
す
る
旨
の
定
め
が

あ
る
（
同
九
条
四
項
⒞
）。

　

Ｘ
は
、
ダ
ッ
カ
空
港
か
ら
羽
田
空
港
ま
で
の
復
路
は
、
訴
外
加
盟

航
空
会
社
お
よ
び
被
告
Ｎ
Ｈ
の
各
運
航
便
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗

し
た
。
被
告
Ｎ
Ｈ
は
、
Ｘ
が
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
減
算
処
理
し
た
一
万
二
〇
〇
〇

マ
イ
ル
を
Ｘ
に
払
い
戻
し
た
。

四　

訴
え
の
提
起

　

Ｘ
は
、
被
告
ら
が
Ｘ
を
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る

債
務
お
よ
び
Ｘ
の
手
荷
物
を
Ⅱ
便
に
搭
載
す
る
債
務
を
負
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
記
各
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
な
ど
と
主
張

し
て
、
被
告
Ｎ
Ｈ
に
対
し
、
Ｘ
に
は
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
特
典
を
利
用

す
る
こ
と
の
で
き
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
運
賃
か
ら
前
記
特
典
を

利
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
同
ク
ラ
ス
の
運
賃
の
差
額
三
〇
万
七
三

〇
円
の
損
害
が
生
じ
た
と
し
て
同
額
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損

害
金
の
支
払
を
求
め
る
と
と
も
に
、
被
告
Ｓ
Ｑ
に
対
し
、
Ｘ
に
は
前

記
差
額
に
前
記
手
荷
物
の
受
領
に
要
し
た
費
用
、
再
度
の
旅
行
を
す

る
た
め
の
航
空
運
賃
等
、
慰
謝
料
を
加
算
し
た
一
〇
一
万
四
六
〇
円

の
損
害
が
生
じ
た
と
し
て
同
額
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
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の
支
払
を
求
め
た
。

　

本
件
の
争
点
は
、
Ｘ
を
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
の

不
履
行
の
有
無
（
被
告
Ｎ
Ｈ
・
同
Ｓ
Ｑ
）、
被
告
Ｓ
Ｑ
の
延
着
責
任

の
有
無
、
そ
し
て
、
Ｘ
の
被
っ
た
損
害
で
あ
る
。
な
お
、
延
着
責
任

に
つ
い
て
は
、
Ｘ
お
よ
び
被
告
Ｓ
Ｑ
が
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
（
以

下
、
文
中
「
条
約
」
ま
た
は
「
Ｍ
Ｃ
」
と
略
称
す
る
場
合
が
あ
る
。）

一
九
条
の
主
張
を
行
い
、
本
判
決
も
前
提
事
実
に
お
い
て
、
関
係
す

る
条
約
と
し
て
同
条
を
引
用
し
て
い
る
。

〔
判
　
旨
〕

　

請
求
棄
却

一　

被
告
Ｎ
Ｈ
の
債
務
不
履
行
責
任
の
有
無

　

本
判
決
は
、「
Ｘ
は
、
Ⅱ
便
の
航
空
券
を
購
入
し
て
お
り
、
Ｘ
と

運
航
航
空
会
社
で
あ
る
被
告
Ｓ
Ｑ
と
の
間
に
運
送
契
約
が
成
立
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
被
告
Ｎ
Ｈ
が
Ｘ
を
同
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク

ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
や
Ｘ
の
受
託
手
荷
物
を
同
便
に
搭
載
す
る

債
務
を
負
う
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、（
中
略
）
被
告
Ｎ
Ｈ
に

お
い
て
Ｘ
が
同
便
の
座
席
種
別
を
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
か
ら
ビ
ジ
ネ

ス
ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
か
か
る
観
点
か
ら
も
被
告
Ｎ
Ｈ
が

Ｘ
に
対
し
て
何
ら
か
の
債
務
不
履
行
責
任
を
負
う
も
の
と
は
認
め
ら

れ
な
い
。」
と
判
示
し
て
、
被
告
Ｎ
Ｈ
の
債
務
不
履
行
責
任
を
否
定

し
た
。

二　

被
告
Ｓ
Ｑ
の
債
務
不
履
行
責
任
の
有
無

（
一
）
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
に
つ
い
て

　

次
に
本
判
決
は
、「
被
告
Ｓ
Ｑ
は
、
Ｘ
を
Ⅱ
便
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
を
負
う
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
Ｓ
Ｑ
の
予
約
記
録
上
、
Ｘ
が
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
特
典
を
利
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
こ

と
が
確
認
で
き
な
い
な
ど
と
し
て
、
Ｘ
が
同
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス

に
搭
乗
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
Ｓ
Ｑ
は
上

記
債
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。」
と
し
た
上
で
、

「
被
告
Ｓ
Ｑ
に
お
い
て
Ｘ
が
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
特
典
を
利
用
し
て
ビ

ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
こ
と
の
確
認
が
で
き
な
か

っ
た
原
因
は
専
ら
被
告
Ｓ
Ｑ
が
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
に
起

因
す
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
当
該
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
て
い
た
被
告
Ｓ
Ｑ
に
は
少
な
く
と
も
過
失
が
認
め
ら
れ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
同
社
に
帰
責
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。」
と
判
示
し
た
。

（
二
）
受
託
手
荷
物
の
延
着
に
つ
い
て

　

本
判
決
は
、「
被
告
Ｓ
Ｑ
が
Ｘ
を
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭

乗
さ
せ
る
債
務
を
負
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
被
告
Ｓ
Ｑ
は
本
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来
Ｘ
の
受
託
手
荷
物
を
同
便
に
搭
載
す
べ
き
債
務
を
負
っ
て
い
た
と

認
め
ら
れ
、
Ｘ
の
受
託
手
荷
物
を
Ⅲ
便
に
搭
載
し
た
の
は
専
ら
被
告

Ｓ
Ｑ
が
Ｘ
を
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
の
履
行

を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
Ｘ
の
受
託
手
荷

物
は
合
理
的
な
根
拠
な
く
延
着
し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ

る
。」
と
し
た
上
、「
Ｘ
と
被
告
Ｓ
Ｑ
が
上
記
（
受
託
手
荷
物
の
運
送

が
Ⅲ
便
の
到
着
時
刻
に
な
る
こ
と
の
）
合
意
し
た
こ
と
を
認
め
る
に

足
り
る
証
拠
は
な
く
」、「
被
告
Ｓ
Ｑ
は
、
Ｘ
の
受
託
手
荷
物
を
Ⅱ
便

に
搭
載
す
べ
き
債
務
を
負
う
の
に
こ
れ
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
上
、
被
告
Ｓ
Ｑ
に
帰
責
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。」
と
判
示
し
た
。

三　

Ｘ
に
生
じ
た
損
害

　

本
判
決
は
、「
債
務
不
履
行
に
よ
り
Ｘ
が
主
張
す
る
損
害
が
生
じ

た
と
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
が
、
手
荷
物
の
受
領
に

要
し
た
費
用
は
「
支
払
っ
た
事
実
を
認
め
る
に
足
り
る
的
確
な
証
拠

は
見
当
た
ら
な
い
か
ら
、
原
告
に
同
額
の
損
害
が
生
じ
た
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。」、
再
度
の
旅
行
を
す
る
た
め
の
航
空
運
賃
に
つ
い
て

「
Ｘ
が
再
度
会
議
の
た
め
に
ダ
ッ
カ
に
赴
く
必
要
が
あ
る
こ
と
や
そ

の
た
め
に
上
記
各
金
額
の
支
払
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
足

り
る
的
確
な
証
拠
は
見
当
た
ら
な
い
か
ら
、
Ｘ
に
同
額
の
損
害
が
生

じ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。」
と
し
、
運
賃
の
差
額
も
「
被
告
Ｎ
Ｈ

に
お
い
て
減
算
処
理
を
し
た
マ
イ
ル
以
外
に
Ｘ
に
損
害
が
生
じ
た
と

い
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
ほ
か
な
い
。」
と
判
示
し
た
。

　

ま
た
、
本
判
決
は
、
延
着
か
ら
生
じ
た
慰
謝
料
に
つ
い
て
、「
Ｘ

は
、
被
告
Ｓ
Ｑ
の
債
務
不
履
行
に
よ
り
、
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
旨

を
主
張
す
る
が
、（
中
略
）
被
告
Ｓ
Ｑ
が
原
告
を
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
を
負
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
状
況
に
よ

っ
て
原
告
は
同
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
事
前
に
認
識
し
、
あ
る
い
は
、
認
識
し
得
た
と
認
め
ら

れ
る
か
ら
、
Ｘ
に
殊
更
金
銭
賠
償
を
要
す
る
ほ
ど
の
精
神
的
苦
痛
が

生
じ
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。」
と
判
断
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
被
告
Ｓ
Ｑ
に
は
債
務
不
履
行
が
あ

る
が
、
Ｘ
の
損
害
を
否
定
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
も
の
で
あ

る
。

〔
研
　
究
〕

　

判
決
の
結
論
に
は
賛
成
。

一
　
本
判
決
の
意
義

　

本
判
決
の
意
義
は
、
国
際
航
空
旅
客
運
送
に
お
け
る
手
荷
物
の
延

着
責
任
に
つ
い
て
判
示
し
た
点
に
あ
り
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
一

九
条
に
関
す
る
主
張
が
な
さ
れ
た
初
め
て
の
公
表
裁
判
例
で
あ
ろ
う

（
松
田
真
治
「
判
批
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
七
六
巻
八
号
（
二
〇
二
三
）
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一
〇
九
頁
）。

二
　
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
の
規
律

（
一
）
国
際
航
空
運
送
に
対
す
る
排
他
的
適
用

　

一
九
九
九
年
五
月
二
八
日
、
ワ
ル
ソ
ー
条
約
を
現
代
化
し
た
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
条
約
が
、
国
際
民
間
航
空
機
関
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）
加
盟
国

外
交
会
議
で
採
択
さ
れ
た
。
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
と
は
、
国
際
的

な
旅
客
・
手
荷
物
・
貨
物
の
輸
送
に
つ
い
て
、
現
代
の
運
送
人

（carrier

）
の
責
任
を
統
一
し
た
も
の
で
あ
る
（
菅
原
貴
与
志
「
航

空
運
送
契
約
に
関
す
る
損
害
賠
償
」
藤
村
和
夫
編
『
複
雑
困
難
事
件

と
損
害
賠
償
Ⅱ
』
六
四
頁
（
青
林
書
院
、
二
〇
二
三
））。

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
は
、
国
際
航
空
運
送
に
適
用
さ
れ
、
国
内

の
航
空
運
送
に
は
適
用
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条

約
は
、
航
空
機
に
よ
り
有
償
で
行
う
旅
客
・
手
荷
物
・
貨
物
の
す
べ

て
の
「
国
際
運
送
」
に
つ
い
て
、
そ
の
規
律
が
排
他
的
に
適
用
さ
れ

る
（
条
約
の
排
他
的
強
行
性
。
Ｍ
Ｃ
一
条
一
項
、
二
九
条
参
照
）。

　

条
約
に
定
め
る
「
国
際
運
送
」
と
は
、
第
一
に
、
出
発
地
・
到
達

地
が
二
つ
の
締
約
国
の
領
域
に
あ
る
場
合
で
あ
り
、
第
二
に
、
一
つ

の
締
約
国
に
出
発
地
・
到
達
地
が
あ
り
、
か
つ
予
定
寄
港
地
が
他
の

国
（
条
約
の
締
結
国
で
な
く
て
も
よ
い
）
の
領
域
に
あ
る
場
合
で
あ

る
（
Ｍ
Ｃ
一
条
二
項
）。
ま
た
、
条
約
適
用
の
有
無
は
、
旅
客
の
国

籍
や
運
送
し
た
航
空
機
の
国
籍
、
事
故
発
生
地
な
ど
と
は
無
関
係
で

あ
り
、
運
送
契
約
の
内
容
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
（
藤
田
勝
利
編

『
新
航
空
法
講
義
』
一
七
四
頁
〔
藤
田
〕（
信
山
社
、
二
〇
〇
七
））。

そ
し
て
、
運
送
契
約
の
内
容
は
、
運
送
契
約
の
締
結
お
よ
び
条
件
に

関
す
る
証
拠
証
券
と
し
て
交
付
さ
れ
る
航
空
券
（
旅
客
切
符
）
の
記

載
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
（
江
頭
憲
治
郎
『
商
取
引
法
〔
第
九
版
〕』

三
七
二
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
二
二
））。
し
た
が
っ
て
、
航
空
券
に
記

載
さ
れ
た
出
発
地
・
到
達
地
が
、
①
二
つ
の
締
約
国
の
領
域
に
あ
る

か
、
②
一
つ
の
締
約
国
に
出
発
地
・
到
着
地
が
あ
り
、
か
つ
予
定
寄

港
地
が
他
の
国
の
領
域
に
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
運
送
契
約
が
「
国

際
運
送
」
と
し
て
条
約
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
本
件
運
送
契
約
の
条
約
適
用

　

本
件
運
送
契
約
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
羽
田
空
港
（
日
本
）
か

ら
チ
ャ
ン
ギ
空
港
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
を
経
由
し
て
ダ
ッ
カ
空
港

（
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
）
に
行
き
、
ダ
ッ
カ
か
ら
羽
田
に
帰
着
す
る

と
い
う
往
復
旅
行
（round trip

）
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
件
運
送

契
約
は
二
〇
一
九
年
三
月
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
が
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
条
約
に
加
盟
し
た
の
は
二
〇
二
二
年
九
月
二
日
で
あ
る
た
め

（https://w
w

w
.icao.int/secretariat/legal/List%

20of%
20

parties/M
tl99_EN

.pdf

）、
条
約
の
適
用
が
一
応
問
題
と
は
な
る

（
松
田
・
前
掲
一
一
三
頁
）。
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し
か
し
、
本
件
で
は
、
出
発
地
・
到
着
地
を
締
約
国
で
あ
る
日
本

と
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
を
予
定
寄
港
地
と
す
る
往
復
航
空
券
が

発
行
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
運
賃
が
支
払
わ
れ
て
い
る
事
案
で
あ
る

か
ら
、
条
約
一
条
二
項
所
定
の
国
際
運
送
に
該
当
し
、
同
条
約
が
適

用
さ
れ
る
（
往
復
旅
行
の
国
際
運
送
を
肯
定
す
る
見
解
と
し
て
、
藤

田
・
前
掲
一
七
四
頁
、
藤
田
勝
利
＝
落
合
誠
一
＝
山
下
友
信
編
『
注

釈
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
』
三
三
頁
〔
山
下
〕（
有
斐
閣
、
二
〇
二

〇
））。

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
の
適
用
に
有
無
に
つ
い
て
、
本
判
決
で
は

明
確
な
言
及
が
な
い
（
松
田
・
前
掲
一
一
三
頁
）。
し
か
し
、
判
決

中
で
「
原
告
は
、
被
告
に
対
し
、
本
件
予
約
の
際
、
本
件
旅
程
（
往

復
旅
行
）
の
航
空
運
賃
を
支
払
っ
た
」
旨
を
明
示
す
る
な
ど
、
本
判

決
は
、
条
約
の
適
用
を
前
提
と
し
た
判
断
を
し
た
も
の
と
評
価
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

三
　
運
送
人
の
延
着
責
任

（
一
）
延
着
の
意
義

　

条
約
一
九
条
は
、「
運
送
人
は
、
旅
客
、
手
荷
物
又
は
貨
物
の
航

空
運
送
に
お
け
る
延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

た
だ
し
、
運
送
人
は
、
運
送
人
並
び
に
そ
の
使
用
人
及
び
代
理
人
が

損
害
を
防
止
す
る
た
め
に
合
理
的
に
要
求
さ
れ
る
す
べ
て
の
措
置
を

と
っ
た
こ
と
又
は
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
場
合
に
は
、
延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て

責
任
を
負
わ
な
い
。（T

he carrier is liable for dam
age 

occasioned by delay in the carriage by air of passengers, 
baggage or cargo. N

evertheless, the carrier shall not be 
liable for dam

age occasioned by delay if it proves that it 
and its servants and agents took all m

easures that could 
reasonably be required to avoid the dam

age or that it 
w

as im
possible for it or them

 to take such m
easures.

）」

と
定
め
る
（
定
時
性
・
定
刻
性
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
菅
原
貴
与

志
「
国
内
航
空
運
送
法
制
化
に
際
し
て
の
諸
論
点
」
慶
應
法
学
三
〇

号
（
二
〇
一
四
）
九
六
頁
）。

　

条
文
に
は
「
延
着
（delay

）」
の
定
義
が
な
い
た
め
、
そ
の
意
義

や
損
害
賠
償
の
範
囲
な
ど
は
法
廷
地
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
（
藤

田
・
前
掲
一
七
七
頁
）。
こ
の
点
、
条
約
の
起
草
過
程
で
は
延
着
の

定
義
を
置
く
べ
き
と
の
議
論
も
あ
っ
た
が
、
事
案
の
集
積
に
よ
り
延

着
概
念
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
観
点
か
ら
、
裁
判
例
を

前
提
と
し
て
、
個
々
の
事
案
ご
と
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
、
定
義
規

定
を
お
か
な
い
と
の
結
論
に
⾄
っ
た
。

　

延
着
と
は
、
文
理
上
、
到
達
地
に
到
達
す
べ
き
時
期
に
よ
り
遅
れ

て
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る
が
（
小
町
谷
繰
三
『
空
中
運
送
法
論
〔
増
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補
版
〕』
一
六
三
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
五
四
）
は
、
そ
の
原
因
の
如

何
を
問
わ
な
い
と
さ
れ
る
）、
学
説
に
お
い
て
は
「
時
機
（
当
事
者

間
に
合
意
さ
れ
た
到
達
時
間
）
を
失
し
た
到
達
（untim

ely 
arrival at the place of destination

）」
と
い
う
時
間
的
な
問
題

に
帰
着
さ
せ
る
（L. Goldhirsch, T

he W
arsaw

 Convention 
A

nnotated, 
（2

nd. ed.2000

） p.101

、
藤
田
ほ
か
・
前
掲
二
五
七
頁

〔
松
嶋
隆
弘
〕）。

　

ま
た
、
こ
の
延
着
責
任
は
、
運
送
人
ま
た
は
使
用
人
・
代
理
人
が

損
害
を
防
止
す
る
た
め
に
合
理
的
に
要
求
さ
れ
る
す
べ
て
の
措
置
を

と
っ
た
こ
と
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ

っ
た
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
免
れ
る
（
過
失
推
定
責
任
。
Ｍ
Ｃ
一
九
条

但
書
）。
こ
の
点
、「
合
理
的
に
要
求
さ
れ
る
す
べ
て
の
措
置
を
と
っ

た

こ

と
（all m

easures that could reasonably be 
required

）」
と
は
、
善
良
な
運
送
人
が
通
常
払
う
べ
き
注
意
を
払

っ
た
こ
と
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
藤
田
・
前
掲
一
七
七
頁
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
運
送
人
の
合
理
的
措
置
な
い
し
時
間
的
問
題

は
、
Ｍ
Ｃ
一
九
条
但
書
の
免
責
事
由
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
（
松
田
・
前
掲
一
一
四
頁
）。

（
二
）
手
荷
物
の
延
着
―
―
同
時
到
達
義
務
に
つ
い
て

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
一
九
条
で
は
「
旅
客
、
手
荷
物
」
の
延
着

を
並
立
的
に
規
定
し
て
お
り
、
文
理
上
、
旅
客
運
送
契
約
と
手
荷
物

運
送
契
約
を
別
契
約
と
観
念
す
る
余
地
も
な
く
は
な
い
が
、
旅
客
運

送
を
前
提
と
し
な
い
手
荷
物
運
送
契
約
で
は
、
貨
物
運
送
と
異
な
ら

な
い
こ
と
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
条
約
は
、
書
面
に
よ
る
通
知
（
Ｍ

Ｃ
三
条
四
項
）
や
損
害
賠
償
の
範
囲
（
同
一
七
条
）
に
つ
い
て
も
、

旅
客
と
手
荷
物
を
同
一
条
文
に
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
手

荷
物
運
送
は
、
旅
客
運
送
契
約
の
締
結
を
前
提
と
し
た
、
こ
れ
に
付

随
す
る
運
送
契
約
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
手
荷
物
運
送
の
締
結
は
旅
客
運
送
の
存
在
を
前
提

と
す
る
か
ら
、
旅
客
は
旅
客
と
手
荷
物
が
同
時
に
運
送
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
旅
客
と
手
荷
物
が
同
一

便
で
運
送
さ
れ
な
け
れ
ば
、
運
送
人
は
直
ち
に
延
着
責
任
を
負
う
の

か
、
い
わ
ゆ
る
同
時
到
達
義
務
が
問
題
と
な
る
。

　

こ
の
点
、
仙
台
地
判
平
成
一
五
年
二
月
二
五
日
判
タ
一
一
五
七
号

一
五
七
⾴
は
、
国
際
旅
客
運
送
契
約
に
伴
う
受
託
⼿
荷
物
が
五
⽇
間

延
着
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
の
前
身
と
な
る

改
正
ワ
ル
ソ
ー
条
約
一
九
条
は
「
受
託
手
荷
物
が
同
じ
航
空
便
で
運

送
す
る
こ
と
ま
で
求
め
て
い
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
判
示
し
、
同
時
到
達
義
務
を
否
定
し
た
。

　

し
か
る
に
、
同
時
到
達
義
務
に
つ
い
て
は
、
条
約
に
明
文
規
定
が

な
い
た
め
、
運
送
契
約
の
解
釈
な
い
し
当
事
者
の
合
理
的
な
意
思
解

釈
の
問
題
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
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航
空
各
社
の
運
送
約
款
の
多
く
は
、
手
荷
物
の
後
続
便
で
の
運
送

が
あ
り
得
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
た
と
え
ば
、
被
告
Ｓ
Ｑ
の
運
送
約

款
に
も
、
同
社
が
「
受
託
手
荷
物
を
旅
客
と
同
じ
航
空
機
で
運
送
す

る
こ
と
が
実
行
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
許
容
搭
載
量

に
余
裕
が
あ
る
次
の
運
航
便
で
運
送
す
る
」
旨
の
定
め
が
あ
る
（
同

九
条
四
項
）。

　

旅
客
は
旅
客
と
手
荷
物
が
同
時
に
運
送
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

の
が
通
例
で
は
あ
ろ
う
が
、
約
款
の
趣
旨
に
鑑
み
て
も
、
運
航
の
安

全
性
の
確
保
な
ど
、
他
に
優
先
す
る
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
旅

客
側
も
こ
れ
を
許
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
同
時
到
達
義
務

は
否
定
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
。
た
だ
し
、
旅
客
と
手
荷
物
を
同
一

便
で
運
送
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
か
か
る
他
に
優
先
す
べ
き
事
情
は
、

運
送
人
が
主
張
立
証
の
責
任
を
負
う
（
か
か
る
立
証
責
任
に
つ
い
て

は
、
同
時
到
達
義
務
肯
定
説
と
異
な
ら
な
い
）。

（
三
）
延
着
責
任
に
関
す
る
本
判
決
の
評
価

　

本
判
決
は
、
そ
の
法
的
な
根
拠
を
明
確
に
示
し
て
い
な
い
も
の
の
、

被
告
Ｓ
Ｑ
が
Ｘ
を
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
を

負
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
来
「
受
託
手
荷
物
を
同
便
に
搭
載
す
べ

き
債
務
を
負
っ
て
い
た
」
と
判
断
し
、
形
式
的
に
は
同
時
到
達
義
務

を
肯
定
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
判
決
文
で
は
「
本

来
」
と
の
留
保
を
付
し
て
い
る
の
で
、
旅
客
が
許
容
す
べ
き
他
の
優

先
事
情
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
同
時
到
達
義
務

を
課
さ
な
い
趣
旨
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
Ｘ
の
受
託
手
荷
物
が
Ⅲ
便
に
搭
載
さ
れ
た
の
は
、
専
ら
被

告
Ｓ
Ｑ
が
Ｘ
を
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
を
履

行
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
か
ら
、「
Ｘ
の
受
託
手
荷
物
は

合
理
的
な
根
拠
な
く
延
着
し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」、

「
被
告
Ｓ
Ｑ
は
、
Ｘ
の
受
託
手
荷
物
を
Ⅱ
便
に
搭
載
す
べ
き
債
務
を

負
う
の
に
こ
れ
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
上
、
被
告

Ｓ
Ｑ
に
帰
責
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
た
。

　

要
件
事
実
論
と
し
て
考
察
す
れ
ば
、
原
告
は
、
請
求
原
因
と
し
て
、

延
着
事
実
の
存
在
お
よ
び
損
害
の
発
生
・
数
額
を
主
張
立
証
し
（
Ｍ

Ｃ
一
九
条
本
文
）、
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
延
着
の
不
存
在

（
積
極
否
認
）
と
合
理
的
措
置
を
講
じ
た
こ
と
（
抗
弁
）
を
反
論
反

証
す
る
こ
と
と
な
る
（
同
条
但
書
）。
そ
し
て
、
条
約
一
九
条
は
過

失
推
定
責
任
を
採
用
す
る
か
ら
、
運
送
人
が
過
失
の
評
価
障
害
事
実
、

す
な
わ
ち
合
理
的
措
置
を
講
じ
た
こ
と
（
無
過
失
の
抗
弁
事
由
）
を

主
張
立
証
し
、
原
告
は
、
そ
れ
に
対
す
る
過
失
の
評
価
根
拠
事
実
を

主
張
立
証
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
ど
の
程
度
の
時
間
的
経
過
を
も
っ
て
「
延
着
」
と
判
断 

す
る
の
か
に
関
し
て
も
、
実
務
に
お
い
て
時
間
的
問
題
の
「
定
式

化
」
が
定
着
し
て
い
る
現
状
に
は
な
い
（
か
か
る
定
式
化
を
試
み
る
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見
解
と
し
て
、Elm

ar Giem
ulla et al.

（eds.

）,. M
ontreal 

Convention: Com
m

entary, A
rt.19

（2006 &
 Supp.3. 2008

）、

松
嶋
・
前
掲
二
六
一
頁
）。
し
た
が
っ
て
、
延
着
事
実
の
存
否
も
ま

た
、
規
範
的
要
件
に
近
似
す
る
構
造
と
な
り
、
原
告
の
延
着
事
実
の

評
価
を
基
礎
づ
け
る
事
実
の
主
張
立
証
と
、
延
着
の
不
存
在
と
評
価

で
き
る
事
実
の
反
論
反
証
と
の
攻
防
と
な
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
、
本
判
決
で
は
、
同
時
到
達
義
務
の
存
否
に
つ
い
て
の
立

場
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
前
記
判
示
の
と
お
り
、
延
着
事
実
の

存
否
お
よ
び
合
理
的
措
置
に
つ
い
て
、
条
約
一
九
条
本
文
・
但
書
の

要
件
事
実
の
構
造
に
則
っ
た
判
断
を
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
よ
う

に
思
う
（
国
内
手
荷
物
運
送
の
延
着
に
お
い
て
も
、
商
法
五
九
二
条

一
項
・
五
七
五
条
は
過
失
推
定
責
任
を
採
用
す
る
）。

四
　
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務

（
一
）
債
務
の
内
容

　

本
判
決
で
は
、
Ⅱ
便
に
つ
い
て
、
Ｘ
と
被
告
Ｓ
Ｑ
と
の
間
に
運
送

契
約
が
成
立
し
て
お
り
、
被
告
Ｎ
Ｈ
は
Ⅱ
便
に
関
す
る
債
務
を
負
わ

な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ

せ
る
債
務
不
履
行
の
有
無
は
、
被
告
Ｓ
Ｑ
に
限
っ
て
問
題
と
な
る
。

　

航
空
旅
客
運
送
契
約
は
、
運
送
人
が
旅
客
に
対
し
、
出
発
地
か
ら

到
達
地
ま
で
場
所
的
に
移
動
す
る
こ
と
（
場
所
的
移
動
）
を
内
容
と

す
る
役
務
提
供
を
引
き
受
け
、
そ
の
対
価
と
し
て
旅
客
が
運
賃
を
支

払
う
こ
と
（
運
賃
支
払
）
を
内
容
と
す
る
請
負
契
約
で
あ
る
（
原
茂

太
一
「
航
空
旅
客
運
送
契
約
」
遠
藤
浩
ほ
か
監
修
『
現
代
契
約
法
大

系　
第
七
巻
』
四
二
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
））。
こ
れ
に
対
し
て
、

運
賃
種
別
に
応
じ
た
座
席
搭
乗
は
、
運
送
契
約
の
本
質
的
要
素
と
は

い
え
な
い
が
、
運
賃
価
額
の
高
低
差
、
座
席
仕
様
や
食
事
の
機
内
サ

ー
ビ
ス
の
大
き
な
差
異
な
ど
に
鑑
み
れ
ば
、
当
事
者
に
と
っ
て
契
約

を
構
成
す
る
重
要
部
分
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
運
送
人
が
運
賃
種
別
に
応
じ
た
座
席
に
搭
乗
さ
せ
な
い
こ
と
、

よ
り
具
体
的
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
搭
乗
を
拒
否
し
、
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
を
提
供
す
る
の
は
、
重
大
な
債
務
不
履
行
と
評
価
で
き
る
。

（
二
）
準
拠
法
に
つ
い
て

　

運
送
人
が
旅
客
を
運
賃
種
別
に
応
じ
た
座
席
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務

に
つ
い
て
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
に
何
ら
の
規
律
を
設
け
て
い

な
い
た
め
、
準
拠
法
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
し

か
る
に
、
航
空
各
社
の
国
際
運
送
約
款
に
も
準
拠
法
に
関
す
る
定
め

が
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
法
律
行
為
の
成
立
お
よ

び
効
力
は
、
給
付
当
事
者
の
常
居
所
地
法
と
推
定
さ
れ
る
（
法
の
適

用
に
関
す
る
通
則
法
八
条
二
項
）。

　

こ
の
点
、
本
判
決
で
は
、
準
拠
法
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
が
、

仮
に
通
則
法
に
し
た
が
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
の
適
用
が
推
定
さ
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れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
法
体
系
に
属
す
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
法
で
は
、
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
法
理
（D

octrine of 
Frustration

）
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
、
債

務
不
履
行
責
任
に
債
務
者
の
故
意
・
過
失
は
求
め
ら
れ
な
い
。

（
三
）
本
判
決
の
検
討

　

本
件
に
お
い
て
通
則
法
の
規
律
を
前
提
と
せ
ず
、
日
本
法
を
適
用

し
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
債
務
不
履
行
責
任
の
要
件
事
実
と
し
て
は
、

運
送
人
の
側
が
自
ら
の
無
過
失
を
主
張
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
（
民

法
四
一
五
条
参
照
）。

　

本
判
決
は
、「
被
告
Ｓ
Ｑ
は
、
Ｘ
を
Ⅱ
便
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
を
負
う
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
同
被
告
の
予
約
記
録
上
、
Ｘ
が
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
特
典

を
利
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
こ
と
が
確

認
で
き
な
い
な
ど
と
し
て
、
Ｘ
が
同
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗

す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
Ｓ
Ｑ
は
上
記
債
務

を
履
行
し
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
た
上
で
、「
被
告

Ｓ
Ｑ
に
お
い
て
Ｘ
が
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
特
典
を
利
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
こ
と
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
原

因
は
専
ら
同
被
告
が
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
に
起
因
す
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
当
該
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し

て
い
た
同
被
告
に
は
少
な
く
と
も
過
失
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き

で
あ
る
か
ら
、
同
社
に
帰
責
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
判
示
し
た
。

　

仮
に
通
則
法
に
則
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
に
準
拠
す
る
な
ら
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
の
存
在
を
認
定
す
る
以
上
、

あ
え
て
被
告
側
の
過
失
を
認
定
し
な
く
と
も
、
債
務
不
履
行
責
任
を

肯
定
で
き
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
、
本
判
決
は
、
お
そ
ら
く
日
本
法
に
よ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、「
専
ら
同
被
告
が
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
上

の
問
題
に
起
因
す
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
に
照
ら
す
と
（
中

略
）
少
な
く
と
も
過
失
が
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
被
告
の
過
失
を

認
定
し
て
お
り
、
わ
が
国
民
法
の
解
釈
適
用
と
し
て
は
、
妥
当
な
判

断
で
あ
っ
た
と
思
う
。

五
　
延
着
の
損
害
論

（
一
）
延
着
損
害
の
範
囲
と
立
証
責
任

　

延
着
か
ら
生
じ
た
損
害
（dam

age occasioned by delay

）
に

つ
い
て
も
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
は
具
体
的
な
範
囲
を
定
め
て
お

ら
ず
（
Ｍ
Ｃ
一
九
条
）、
法
廷
地
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。

　

こ
の
点
、
各
国
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
延
着
に
直
接
起
因
す
る
損
害

の
ほ
か
、
市
場
価
格
の
喪
失
、
間
接
損
害
・
派
生
的
損
害
、
得
べ
か
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り
し
利
益
、
倫
理
的
損
害
な
ど
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
（
松
嶋
・
前

掲
二
六
三
頁
）。

　

本
件
に
お
い
て
Ｘ
は
、
被
告
ら
に
対
し
、
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
特
典

を
利
用
で
き
る
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
運
賃
か
ら
特
典
を
利
用
で
き
な

い
運
賃
と
の
差
額
三
〇
万
七
三
〇
円
、
受
託
手
荷
物
の
受
領
に
要
し

た
費
用
、
再
度
の
旅
行
を
す
る
た
め
の
運
賃
に
慰
謝
料
を
加
算
し
た

一
〇
一
万
四
六
〇
円
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を

求
め
た
。

　

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
損
害
の
発
生
お
よ
び
そ
の
数
額

は
、
原
告
が
主
張
立
証
の
責
任
を
負
う
（
最
判
昭
和
二
八
年
一
一
月

二
〇
日
民
集
七
巻
一
一
号
一
二
二
九
頁
）。
し
か
る
に
、
本
件
に
お

い
て
は
、
原
告
側
の
立
証
が
奏
功
す
る
こ
と
な
く
、
い
ず
れ
の
損
害

額
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
本
判
決
を
み
る
限
り
、「
事

実
を
認
め
る
に
足
り
る
的
確
な
証
拠
は
見
当
た
ら
な
い
」
な
ど
と
判

断
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
原
告
側
の
証
明
不
足
は
否
め
ず
、
妥
当
な

結
論
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
二
）
延
着
と
精
神
的
損
害

　

と
こ
ろ
で
、
本
件
で
は
、
Ｘ
が
延
着
か
ら
生
じ
た
慰
謝
料
を
請
求

し
て
い
る
。

　

条
約
一
七
条
一
項
「
身
体
の
傷
害
の
場
合
に
お
け
る
損
害
」
の
解

釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
身
体
の
傷
害
（bodily injury

）
に
、
純
粋
な

精
神
的
損
害
（pure m

ental injury

）
を
含
ま
な
い
と
い
う
解
釈

が
定
着
し
て
い
る
が
（Giem

ulla

・
前
掲A

rt.17 para.4

、

Eastern A
irlines v. Floyd, 499 U

.S. 530, 552 

（1991

））。
延

着
損
害
に
精
神
的
損
害
（em

otional and m
ental dam

age

）
が

含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
釈
が
確
立
し
て
い
る
状
況
に
な

い
。

　

こ
の
点
、
最
近
の
外
国
判
例
に
は
、
延
着
の
精
神
的
損
害
を
認
め

た
も
の
が
あ
る
（Suprem

e Court of K
orea judgm

ent 
delivered on 2 ‌6 O

ctober 2023, Case N
o. 2021 D

a 259510; 
Suprem

e C
ourt of K

orea judgm
ent delivered on 2‌6 

O
ctober 2023, Case N

o. 2022 D
a 254765

）。
こ
れ
は
、
旅
客

が
運
送
人
を
相
手
取
り
、
約
九
時
間
な
い
し
二
二
時
間
に
及
ぶ
延
着

を
理
由
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
事
例
で
あ
り
、
原
審
の
ソ
ウ
ル
中
央
地

裁
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
に
精
神
的
損
害
に
対
す
る
補
償
に
つ

い
て
明
確
な
言
及
は
な
い
が
、
国
内
法
（
韓
国
民
法
）
を
補
完
的
に

適
用
で
き
る
と
し
て
、
乗
客
一
人
当
た
り
四
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
（
約
三

六
〇
米
ド
ル
）
の
損
害
賠
償
を
認
め
た
。
か
か
る
原
審
の
判
断
に
つ

い
て
、
韓
国
大
法
院
（
最
高
裁
）
は
、
条
約
一
九
条
に
よ
り
補
償
さ

れ
る
損
害
の
範
囲
に
精
神
的
損
害
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
認
め
る
一

方
、
精
神
的
損
害
に
対
す
る
賠
償
の
よ
う
に
条
約
の
規
律
が
及
ば
な

い
分
野
へ
の
国
内
法
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
旨
を
判
示
し
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て
い
る
。

　

前
記
の
韓
国
判
例
は
、
約
二
〇
時
間
に
及
ぶ
旅
客
自
身
の
延
着
事

案
で
あ
っ
た
が
、
本
件
の
よ
う
な
手
荷
物
の
事
例
に
お
い
て
も
同
様

に
解
釈
で
き
る
か
ど
う
か
は
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。

（
三
）
手
荷
物
延
着
と
慰
謝
料
に
関
す
る
私
見

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
が
延
着
損
害
の
範
囲
を
明
確
に
規
定
し
て

い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
国
内
民
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
（
Ｍ
Ｃ
二
九
条
参
照
）。
ま
た
、

賠
償
の
対
象
と
な
る
損
害
の
範
囲
に
つ
い
て
、
仮
に
法
廷
地
法
が
補

完
的
に
適
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
入
念
に
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

我
が
国
の
国
内
法
に
お
い
て
も
、
民
法
七
一
〇
条
が
非
財
産
的
損

害
に
対
す
る
賠
償
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
体
的
傷
害
を
伴
わ

な
い
延
着
の
精
神
的
損
害
に
対
す
る
賠
償
も
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ

る
（
東
京
地
判
昭
和
六
一
年
九
月
一
六
日
判
時
一
二
〇
六
号
七
頁
）。

し
か
し
、
判
例
上
、
身
体
的
傷
害
を
伴
わ
な
い
精
神
的
苦
痛
が
損
害

賠
償
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
事
案
は
、
故
意
・
重
過
失
に
よ
る
注
意

義
務
違
反
が
あ
り
、
そ
れ
が
信
義
則
に
著
し
く
違
反
す
る
行
為
態
様

で
あ
っ
た
場
合
や
（
最
判
平
成
一
六
年
一
一
月
一
八
日
民
集
五
八
巻

八
号
二
二
二
五
頁
）、
生
命
・
身
体
に
危
険
が
迫
る
よ
う
な
過
酷
な

状
態
に
長
時
間
お
か
れ
た
場
合
（
東
京
地
判
昭
和
六
一
年
四
月
三
〇

日
判
時
一
二
三
一
号
一
一
七
頁
）
な
ど
、
限
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情

で
あ
る
（
菅
原
・
前
掲
九
四
頁
）。

　

特
に
旅
客
の
延
着
事
案
に
お
い
て
は
、
身
体
的
傷
害
に
準
ず
る
ほ

ど
の
精
神
的
苦
痛
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
条
約
に
定
め
る
旅
客

一
名
あ
た
り
の
責
任
限
度
額
五
三
四
六
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
範
囲
内
で
あ
る
な

ら
ば
（
Ｍ
Ｃ
二
二
条
一
項
。
二
〇
二
三
年
一
二
月
二
二
日
現
在
の
邦

貨
換
算
で
約
一
〇
二
万
六
一
〇
六
円
）、
慰
謝
料
請
求
を
認
め
て
よ

い
。
た
だ
し
、
手
荷
物
の
延
着
事
例
に
お
い
て
は
、
旅
客
自
身
の
延

着
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
限
定
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　

本
件
の
手
荷
物
延
着
に
お
い
て
は
、
本
判
決
が
「
被
告
Ｓ
Ｑ
が
原

告
を
Ⅱ
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭
乗
さ
せ
る
債
務
を
負
っ
て
い
た

と
は
い
え
、
状
況
に
よ
っ
て
原
告
は
同
便
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
搭

乗
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
認
識
し
、
あ
る
い
は
、

認
識
し
得
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
Ｘ
に
殊
更
金
銭
賠
償
を
要
す
る

ほ
ど
の
精
神
的
苦
痛
が
生
じ
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
判
断

す
る
と
お
り
、
金
銭
賠
償
を
肯
定
で
き
る
ほ
ど
の
精
神
的
苦
痛
が
認

め
ら
れ
な
い
事
例
で
あ
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

六
　
若
干
の
補
足

　

本
件
は
、
令
和
元
年
六
月
、
Ｘ
が
被
告
ら
に
対
し
て
、
東
京
簡
裁
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に
民
事
調
停
を
申
し
立
て
た
が
、
三
回
の
期
日
を
経
て
調
停
不
成
立

と
な
っ
た
た
め
、
東
京
地
裁
に
訴
訟
移
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

被
告
Ｓ
Ｑ
と
し
て
は
、
証
明
責
任
の
分
配
論
の
厳
格
解
釈
は
扨
置

き
、
実
務
上
、
本
件
の
主
た
る
原
因
と
さ
れ
る
同
社
シ
ス
テ
ム
上
の

問
題
に
つ
い
て
の
反
論
反
証
を
十
分
に
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
点
が
奏
功
し
な
か
っ
た
た
め
、
被
告
側
の
シ
ス

テ
ム
障
害
の
有
責
性
が
認
定
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
被

告
Ｓ
Ｑ
の
債
務
不
履
行
は
肯
定
さ
れ
た
も
の
の
、
Ｘ
の
損
害
に
つ
い

て
は
、
原
告
側
の
証
明
不
足
に
よ
り
、
そ
の
請
求
は
棄
却
さ
れ
て
い

る
。

　

な
お
、
本
件
は
、
令
和
四
年
五
月
、
Ｘ
が
東
京
高
裁
に
控
訴
し
た

が
、
そ
の
後
に
和
解
で
終
結
し
て
い
る
。

菅
原
　
貴
与
志


